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　財団法人 2005 年日本国際博覧会協会は、2005 年 9月に愛知万博（愛・地球博）開催を記念し、
地球環境技術100件に「愛・地球賞̶Global 100 Eco̶Tech Awards」を授与した。審査の基準は、
①地球環境問題の解決と人類・地球の持続可能性への貢献、② 21世紀に相応しい「新規性」、③世
界各地の様々な社会で役立つ「普遍性」の3つの観点であった。8分野に分類された受賞技術のうち
最も数が多かったのは「地球温暖化防止とエネルギーの確保」の22件で、省エネルギーや新エネルギ
ーの関連技術が多数受賞した。続く「資源の有効利用とリサイクル」が17件で、廃タイヤ関連など幅
広い分野の技術や取組みが受賞した。次いで「新たな発展のための技術」が16件で、海外の技術や
取組みが多かった。今回選定された技術は、技術が実現可能なものか、実際に環境保護に役立つのか、
特定の地域だけに通用するのではなく、他の国でも応用が利く技術か、という内容のものとなっている。
即ち、先端技術だけではなく、途上国でも使える技術が必要視されている。
　財団法人 2005年日本国際博覧会協会は、2005年
９月に愛知万博（愛・地球博）開催を記念し、愛・
地球博のテーマである「自然の叡智」に基づき、
地球環境技術 100 件に「愛・地球賞―Global 100 
Eco―Tech Awards」を授与した。応募数は日本国
内 139件、海外 97件の計 236件の中から、国内 56
件、海外 23ヶ国 44件が選ばれた。賞金は順位付
けせずに１件100万円ずつ授与した。審査の基準は、
①地球環境問題の解決と人類・地球の持続可能性
への貢献、② 21世紀に相応しい「新規性」、③世
界各地の様々な社会で役立つ「普遍性」の３つの
観点から総合評価された。
　８分野に分類された受賞技術のうち最も多かっ
たのは、「地球温暖化防止とエネルギーの確保」で
22件、次いで「資源の有効利用とリサイクル」17件、
「新たな発展のための技術」16件、「自然保護と再
生」「飲料水と水資源保全」共に 12件、「木材資源
を活用」９件、「バイオマス資源を活用」７件、「環
境汚染物質対策」５件となっている。
　「地球温暖化防止とエネルギーの確保」では、省
エネルギーや新エネルギーの関連技術が多数受賞
した。中でも太陽エネルギー関連が多く、シリコ
ンウエハー結晶を短冊状 に微細加工し表面積の拡
大で発電量を 10倍にした「短冊状太陽電池」や、
アルミ基板の間に数千のシリコン球を接着した太
陽電池「球形ソーラー技術」といった太陽電池。
太陽エネルギーを利用した圧縮冷却装置「太陽エ
ネルギーを利用したエアコンディショナー」。蓄電
池とソーラーパネルを組み合わせたLED照明シス
テムで昼間の余剰電力を夜に利用した「ソーラー
パワーLED照明」。「太陽エネルギーを用いた水分
解による水素の生成」。ヒートポンプを活用し屋根
上のソーラーパネルを不要にした太陽熱温水器で
必要エネルギーを最大 75％削減した「ヒートポン
プ式温水器の製造」。パッシブソーラーハウス技術
と再生可能資源である、わらのブロックを組み合
わせた「再生可能材料でできたパッシブソーラー
ハウス」などとなっている。
　「資源の有効利用とリサイクル」では、幅広い分
野の技術や取組みが受賞している。例えば、廃タ
イヤ関連では、自動車の窓枠やタイヤに使ったゴ
ムを元のゴム原料に再生し再利用を可能にした「廃
ゴムのマテリアルリサイクル技術」や、廃タイヤ
から機械・化学・電磁波処理により廃棄物や残滓
物なく有用物質を回収する「廃タイヤ総合リサイ
クル技術」。世界初となる「ペットボトル toペット
ボトル・リサイクル技術」。従来難しいとされてい
た使用済み廃食器を破砕し再生原料として全体の
20%程度を配合し新たな陶器を製作した「焼き物
の資源循環化技術の確立とリサイクルシステム及
びネットワークの構築」などとなっている。
　「新たな発展のための技術」では、二層の円筒形
の壁面構造で断熱しエネルギー効率をあげた薪コ
ンロ「改良型バイオマス調理用コンロ」や、炭ま
たは薪を利用して湯を沸かしたり調理をすると同
時に電気エネルギーを生成する「キンキージ発電
コンロ」。太陽光発電によって僻地の建物に石油や
乾電池、薪にかわる有効な電力を供給する「ソー
ラー照明システム」。農業廃棄物として焼却・廃棄
されていたココヤシ殻を利用しココヤシ繊維のネ
ットを作る「廃ココヤシ繊維によるジオテキスタ
イル」などとなっている。
　今回選定された技術は、技術が実現可能なもの
か、実際に環境保護に役立つのか、特定の地域だ
けに通用するのではなく、他の国でも応用が利く
技術か、という内容のものとなっている。即ち、
先端技術だけではなく、途上国でも使える技術が
必要視されている。
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